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幼児英語教育につ
(１)

いて

アレン玉井光江・上野めぐみ＊

Abstract

TheJapaneseMinistryofEducationhasdecidedtoimplementanewcoursecalled“Periodof

IntegratedStudies”from 2002,inwhichsomechildreninpublicelementaryschoolswillhave

exposuretoEnglish.ItissuspectedthattheimplementationofEnglishlessonsattheelementary

schoollevelwillalsoaffecteducationatkindergartenlevel.Thispaperdiscussesthreeofthemost

importantfactorsinvolvedinproducingEnglishprogramsinakindergarten―(1)languageteach-

ingapproach,(2)techniques,and(3)curriculum.Theactivity-basedapproachisintroduced,to

compareitwiththetraditionallanguage-basedapproach.Theauthors―Englishteachersata

kindergarten―alsointroducethreepopulartechniques,whichbringaboutpositivelearningeffects

intheirclasses―(a)MotherGoosesongs,(b)TotalPhysicalResponse,and(c)Storytelling.Agood

relationshipbetweenEnglishteachersandkindergartenteachersissurelyanindispensableelement

formakingaprogramrunsuccessfully.

KeyWords：Englisheducation,Kindergarten,Theactivity-basedapproach
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会話などを学習することが可能になった。その目的は異なる文化をもつ人たちと積極的に関わ

ろうとする態度を育成することにある。1992年度より行われている文部省主導の実験校での試

みはおおむね成功したと報告されている。 総合的な学習の時間 の中で行われる英語教育の

目標は，英語能力発達というよりも，全体的なコミュニケーション能力の発達であり，児童の

能力評価は言語能力においても，コミュニケーション能力においても行われない予定である。

したがって現在のところでは児童が楽しく英語の授業を受けていればその授業は成功したこと

になる。様々な問題が挙げられる中で現職の小学校の先生方への英語教育，またこれからの教

師養成に関する問題，また中学校以降の英語教育との連携が一番気になるところである。

このような小学校における早期外国語教育の始まりは学齢期前の子どもたちの教育にどのよ

うな影響をおよぼすことになるのだろう。上記の問題以外に母語発達への悪影響もしくは英語

偏重という理由から小学校での英語教育に反対する声は大きい。同様に幼稚園での英語教育に

対しても人としての生きていく基本を作る幼稚園時代に英語を教える必要があるのだろうか，

とか，個性を無視した一斉授業の形態をとる英語教育は個々の子どもの発達段階を無視してい

ると批判が多い。本論文においてはこのような早期英語教育に対する批判に答える形で発展さ

せてきた児童英語教育の⑴アプローチ，⑵具体的なテクニック，そして⑶カリキュラムについ

て言及する。

研究サイト

英語教育について具体的に言及する前に，研究サイトである文京幼稚園での英語教育の体制

について説明したい。この幼稚園では３年保育と２年保育が行われているが，ほとんどの幼児

は３年保育を受け，年少３クラス（各20名程度），年中，年長ともに２クラス（各30名程度），

合計180名にちかい幼児が在籍している。年長・年中児を対象に週１回20分程度の英語の授業が

始められて今年度で32年目を迎える。時代の要請に答える形で1997年度より年中児クラスは10

月開始が５月開始になり，1998年度よりさらに年少児クラスが開始された（今年度は10月開始

で８回の授業が予定されている）。英語の授業形態は英語教師１名，補助英語教師１名，担任

の教師１名で行われていたが，今年度より年長クラスでは英語教師１名，学年付き教師１名，

担任の教師１名という体制をとっている。これは園の生活の中でより深く英語の授業が根付く

ことをねらいとした試みである。

幼稚園の教諭との連絡はお互いにできるだけ緊密にとるように努力している。まず最初に英

語教師は４月中に年間の大まかなカリキュラムを担任の教諭に伝える。後の細かい連絡は，連

絡メモと英語連絡帳ノートと呼ばれるものを利用している。連絡メモには，英語の授業の日に

ちや時間などの確認，もしくは変更があったときの振り替え確認など，主に事務的な連絡が書

かれる。英語の授業に関する連絡は連絡帳ノートに書かれる。そのノートには通常英語教師か
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ら次週に行われる授業予定が簡単に紹介され，特に必要だと思われる，例えば，活動に必要な

椅子の配置などについて事前に連絡し，幼稚園の先生に協力を要請する。幼稚園の先生の方で

は英語の授業後，感想をかねて反省点などを書いて英語教師にFeedbackする。また，月に１

度英語教師が幼稚園の研修会に出向き，授業で使われる歌,ゲーム，本などを幼稚園の先生全

員に紹介し，練習する。つまり文京幼稚園では 子どもにとってよりよい英語教育 を目指し

幼稚園の先生と英語教師が一致団結して取り組んでいる（参照：橋本その他，1997）。

1. 言語教育アプローチ

Anthony（1965）はアプローチを言語の性質と言語習得に関する理論と定義している。

Aural-OralApproach,CognitiveCodeApproach,CommunicativeApproach等は代表的なも

のであるが，ここではLanguage-basedApproachとActivity-basedApproachという対照的

なアプローチを紹介する。Language-basedApproachとは従来外国語学習においてよく行わ

れている言語材料が中心となるアプローチで，その伝統的な教授法では教科書に提示されてい

る言語材料がそのまま学習目的になっている。特に大人の学習者を対象としたクラスでは同じ

ような言語材料が同じような方法で教えられる。この方法では教師はクラスをコントロールし

やすいという利点があるが，集中力が長く続かない子どもたちを対象としたクラスにおいては

このような教授法では子どもたちが飽きてしまうのは容易に想像できる。

それに対して活動を中心とした授業展開をするのがActivity-basedApproachである。簡

単にこのアプローチを説明すると，先生は直接に言語材料を教えるように授業を構成するので

はなく，実際にしなければならないタスク(practicaltask)を通して子どもたちが自然に言語

材料に接することができるように授業を進める。彼らはタスクをやり遂げていく過程で（教師

が導入したい）言語材料を自然に身につけるように授業を構成していく方法である。実際にこ

のような授業は，それぞれの年齢にあった興味深い学習トピックを決めるところから始まる。

幼稚園で行っている一つの例を紹介する。年長児を対象として 森 というテーマのもと授

業を８回ぐらいに（約２ヶ月）分けてすすめていく。まずはInacabinという森の中に住むウ

サギが猟師に追われて小さな男の家に転がり込んでくるという歌を導入する。これは手遊び歌

にもなっており，また日本語の歌としても多くの幼児が親しんでいる歌なので歌詞の難しさに

反して定着が良い歌の一つである。

Inacabin

Inacabin,inthewoods,

Alittlemanbythewindowstood,

Sawarabbithoppingby,
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Knockingathisdoor,

“Helpme,helpme,letmein.”

Orthehuntershootsmedead,

“LittleRabbit,comeinside,

Safelyyoucanhide.”

この歌の導入と同時に ３匹の豚 の話もBookReading,Storytellingを通して導入する。

その際，狼が豚を襲うときの台詞を下のように若干変更し，幼児たちがHelpme,helpme,let

mein.という句を異なる学習場面（歌と本読み）で聞けるように工夫している。

Wolf “Littlepig,littlepig,letmein!”

Pig(1)“Notbythehaironmychinny,chin,chin.”

Wolf “Then,I’llhuffandpuffandblowyourhousein.”

Pig(1)“Helpme,helpme,letmein.”

歌と物語を導入するときには多くの視覚教材を使うので，２～３回目の授業ではすでに幼児

たちは 森 についてかなり想像もふくらみ，親しみを感じてくる。そこで 森の中の動物

という活動に入る。これは泉に集まってくる動物を足跡だけで見つけてみようというクイズ的

な活動であるが，言語目標はそれぞれの動物を英語で聞き，理解し，さらに言えるようにする

というものである。活動を中心としたクラス構成では学習者は与えられた活動を完成させるこ

とに集中するのでいろいろな指示語を第二言語で聞いてもさほど違和感を感じないで活動に没

頭できるという利点がある。この動物探しの活動も幼児に理解できるような視覚（または聴

覚）教材が十分に準備されていれば教授言語を英語にしても子どもたちは楽しく活動を行うこ

とが可能である。この場合英語教師が使っている英語は大変自然で意味のあるものとなってく

る。

このアプローチの問題点としては，実際に限られた授業時間内に使える活動，タスクが極め

て少ないことである。また，教室のスペース配分,時間配分など活動が複雑になってくると１

時間の授業内では収まりきらないこともある。さらに子どもたちの反応が一様ではないためレ

ッスンプランがたてにくいというマイナス点もある。先生としては時間をかけてそれぞれの年

齢にあったpracticaltaskを少しずつ作成し，貯めていくことが大切で，それらを他の先生と

共有すると効率よくタスクを増やすこともできるであろう。

このアプローチは柔軟性に富み，子どもたち同士の相互関係，信頼関係を増すなどの利点は

あるが，前述のごとく適当な言語材料を含むpracticaltaskを作ることが想像以上に難しく，

また時間を費やす仕事である。practicaltaskは子どもの心と体の成長に適したものでなけれ

ば意味がなく，そのためにも子どもたちの生活全体を把握し，彼らの認知発達について理解す
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ることが必要であり，このアプローチで授業を進めるには，毎日幼児と深く関わっている保育

者からのFeedbackが不可欠である。

2. テクニック（授業活動）

ここでは具体的に幼稚園の英語の授業で行われている３つの代表的なテクニック⑴Mother

GooseSongs，⑵TotalPhysicalResponse,⑶Storytellingを紹介する。

⑴ MotherGoosesongs

マザーグースとは古くから英語圏の子どもたちに親しまれている童謡の総称である。イギリ

ス18世紀NurseryRhymes（童謡，童歌）に初めてMotherGoose’smelodyと用いられたこ

とによるとされている。現在では，英国ではNursery Rhymes，米国ではMother Goose

Rhymesとよばれることが多い。Bryant，Macleanを中心とした英国の心理学者はマザーグ

ースの知識と子どもの音韻認識能力の発達との関係を研究し，そこに強い相関関係があったと

報告している（Maclean,Bryant,&Bradley,1987;Bryant,Bradley,Maclean,&Crossland,

1989)。日本人の幼児を対象にした研究においてもマザーグースを知ることで幼児は脚韻能力

を無意識のうちに向上させていたことが発見された（アレン玉井，2000）。現在も多くの幼

児・児童英語教師はマザーグースの歌を授業で使用している。マザーグース教材も多種多様に

用意され，その利用価値は既に認められているが，音韻能力を向上させるという観点からも積

極的に取り入れたい教材である。具体的に年中児，年長児において導入されている歌は次のよ

うなものがある。

まず年中児へのMotherGooseSongsの導入例として，BaaBaaBlackSheepを挙げるこ

とにする。

Baa,Baa,BlackSheep

Baa,baa,blacksheep,

Haveyouanywool?

Yes,sir,yes,sir,

Threebagsfull.

Oneforthemaster,

Andoneforthedame,

Andoneforthelittleboy,

Wholivesdownthelane.
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13世紀頃の英国での税金制度を歌ったとされるこの歌は，子どもたちにとってはかわいらし

い羊たちが出てくる楽しいactivitysongで，毎年導入されている。これは定着度も高く，擬

声語を自然に導入するためにも重要な歌である。また，この歌に関連させて他の動物の鳴き声

を想像するguessinggameを行うこともできる。年中児にとって十分魅力的な材料である。

具体的には15分授業の中で，その３分の１（約５分間）を使い，３～４週間にわたって次の

ような段階でその導入，または定着を図る。まず，視覚教材―フラッシュカードや絵など―を

提示し，その理解の大半を委ねる。日本語での理解よりも絵やgesture（振りつけ）による理

解を求めるように心がけている。導入目標はあくまで歌を楽しみ，英語の音韻能力に対して意

識を高める為であるので，それぞれの語彙に対する言及は当然避ける形になる。手拍子に合わ

せそれぞれの句を最初はゆっくり，徐々にnatural-speedに出来る限り近づく速さで言えるよ

うに繰り返し試みる。その後，テープレコーダーに合わせて歌う練習を繰り返していく。どう

してもgestureに気を取られがちになるのだが根気よくその後何度も復習していくことで上達

していく。また，幼稚園の先生方と連携して保育時間に英語の歌を組み入れてもらうことがで

きればその定着も早くなるであろう。保育時間における英語の導入内容の組入れは歌に限らず

今後は重要な要因となってくるであろうし，幼稚園の先生方との日々の連携は最重要と言えよ

う。Baa,Baa,Blacksheepは前述の擬声音の導入だけではなく子どもたちの日常生活に羊毛

がどう関わっているか羊毛を使ったものには何があるのか等，うまく子ども達の日常に関連し

た事を取り上げることで自然な言語材料を扱うことにもなるであろう。

次に年長児の導入例としてPeaseporridgeHotを取り上げる。

Peasporridgehot,

Peasporridgecold,

Peasporridgeinapot

Ninedaysold.

Somelikeithot,

Somelikeitcold,

Somelikeitinapot

Ninedaysold.

子どもたちが寒いときに手を暖めるための手叩き歌とされるこの歌は，第１回導入時には

picturecardsを示しながらChants，gestureを加える形で進めらる。歌詞が定着するまで変

化を加える。同じ歌であっても，子どもたちにお母さんの声，お父さんの声，赤ちゃんの声な

どと声の調子を変えて歌詞を発話させるtaskを与えられると子どもたちは楽しくそのactivi-

tyを行う。常に定着までの過程において子どもたちに飽きさせない工夫は怠ってはなるまい。

第２段階として歌を楽しみながらその歌が生まれた地域文化を知っていく。さらには，歌を歌
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いながら二人が向き合って腿，手，お互いの手の順番で叩き合う遊び，足と手を同時に合わせ

る，腰と腰をぶつける等の遊び歌として発展させていく。

さて，参 に今まで年中，年長児で扱ってきたマザーグースの歌を挙げることにする。

年中児：Ring-a-ringO’roses,LondonBridge,Head,Shoulders,Knees,AndToes

Baa,Baa,BlackSheep,BINGO,LittlePeterRabbit

年長児：FarmerintheDell,

Pat-a-Cake,PeasePorridgeHot

HickoryDickoryDock,HotCrossBuns

HumptyDumpty,HeyDiddleDiddle

I’malittleteapot,InaCabin

初級，中級の基本的到達目標を⑴英語のリズムや音に慣れる，⑵英語独特のリズム抑揚を体

得する，と えるとMotherGooseSongsは理想的教材の一つとして今後も導入方法，教材

共に研究対象として取り組まなくてはなるまい。

⑵ TotalPhysicalResponse,Theme-basedTPR

TotalPhysicalResponse（通常TPRと略して呼ばれる）は全身反応教授法と訳されてい

るが，Asher（1966& 1972）によって開発された言語教授法である。その基本的な え方は

外国語学習の初期段階においてはリスニング技能を伸ばすことを中心にしようとするものであ

る。授業の中で教師が命令や指令の形で目標言語を導入するが，学習者は指示がわかればそれ

を体で反応していくというものである。

言語活動と全身動作との連合により目標言語の定着を図るためには年少，年中，年長この期

間を常に一つの流れとして えていく必要がある。Asherが着目した通り，強制的に発話を促

さないこの方法は子どもたちの心理的圧迫感を最小限度に押さえ，activityへの参加を自然に

促す。現に子どもたちは個々人それぞれのスタンスで参加している。みんなと同じ動作とまで

はいかないが初回参加できなかった子どもたちの中にも２回３回と授業が進む中，椅子に座っ

たままであっても手や足を，中には体は動かないが言葉をくり返す子どもを目にする。特に

TPRを入れることによって授業自体の緩急を作ることにもなり，入門期には特に欠かせない

テクニックである。

具体的には年中児クラスで使用しているTPRは次のようなものである。

Sitdown,Standup,Turnaround,Jump(threetimes,once,twice).Clap(yourhands,

1,2,3),Run,Walk,Stop,Dance,Swim,Eat,Drink,Point,Stamp(yourfeet),Stretch

(yourbody),Open/Close(youreyes,mouth,hands),Fly(likeabird),Touch(your

head……),Sleep,Wakeup,Brush(yourteeth),Wash(yourface),Wiggle(your
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fingers)

以上のような動詞をなるべく日常，行事などに関連づけ，さらにはBook-reading,Story-

tellingによって視覚的，聴覚的にも強化を図りながら導入していく。年長児においては年中

で覚えた英語での基本的な動作の強化，定着の為にTheme-BasedTPRという方法を導入し

ている。つまり理解力の備わった年長児に対して，あるテーマのもと関連がある一連の動作を

教えていく。ここではその１例としてTheGingerbreadManという本を読んだ後に行う ク

ッキー作り のTheme-TPRを紹介する。

Butterintothebowl.

Eggsintothebowl.

Sugarintothebowl.

Flourintothebowl.

Mix,mix,mix,mixthemwithawhisk,

Doughintothefridge,

Doughoutofthefridge,

Roll,roll,roll,rollitontheboard,

MakeaGingerbreadBoy.

MakeaGingerbreadGirl.

Putthemintotheoven.

⑶ Storytelling

昔話，伝説，説話など 話 にはいろいろな種類があるが，幼児・児童に限らず 話 を聞

くことは楽しいものである。クラスの中でStorytellingを行うことにより，通常先生対生徒と

いう縦関係であるものが，語り手と聞き手という違った位置関係になることができる。現代の

ような情報社会で暮らす子どもたちもやはり お話をしてもらう ということはとても楽しい

ようで，多くの子どもたちがお話の時間を楽しみにしている。しかし英語（第二言語）で お

話 をするとなると児童の英語力を推測しながら，そのレベルに合わせて話をしていくという

能力が必要になってくる。教室では ⒜ フラッシュカードなどを使って話のキーワードを必要

ならば日本語を交えて説明し，⒝ 絵を指しながら，なるべく臨場感を出して読む。そして ⒞

再び読み返しをする。読み返すときには児童に動作をさせたり，繰り返し出てくるフレーズを

言わせたりなるべく彼らが話に参加できるように工夫する。例えばTheGingerbreadManを

読むときなどは，子どもたちに“Stop,Gingerbread Man.” “Come back,Gingerbread

Man.”などと読み手である教師とともに掛け声をかけてくれるように指示すると，子どもたち

はフレーズを丸ごと覚えてしまい２回目までには大きな声で言ってくれるようになる。
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年長児と比較すると，年少，年中児クラスにおいては複雑な物語を話すことは難しい。しか

しFiveLittleMonkeysjumpingonthebed等のように比較的繰り返しが多く，動作を付けて

チャンツ風に読むことができる本は，子どもたちに何らかの刺激を与えるらしく，身振りを

copyする子，口まねを試みる子など様々な反応を見ることが出来る。教師はそのような子ど

もからの反応に対応する形で授業を進めていく，そのため教師側はそう言った反応を逃さぬよ

う常に子どもたちの一人一人に目を配らなければならない。

3. カリキュラム

最後に年長，年中クラスのカリキュラムの１例を紹介する。全体的に前述のActivity-based

Approachに基づいた活動が中心のものになっている。

⒜ 年長児クラスカリキュラム

１回目 (song) TheAlphabet

Hello,hello,what’syourname?

(TPR) Simonsays(standup,sitdown,etc)

(book） Yo!Yes!

２回目 (song) TheAlphabet

TheFarmerintheDell

(TPR) Simonsays

(book) TheFarmerandtheBeet

(Hello,Mr. .Pleasehelpme.

Thankyou,Mr. )

３回目 (song) TheAlphabet

TheFarmerintheDell

(TPR) Growingtheplant

(storytelling) TheFarmerandtheBeet

４回目 (song) TheAlphabet

TheFarmerintheDell

(ThemeTPR) Growingaplant

(book) TheLittleRedHen

５回目 (song) TheAlphabet

OldMacDonaldhadaFarm(duck,dog,cat,hen)

(TPR) Growingtheplant
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(storytelling) TheLittleRedHen

６回目 (song) TheAlphabet

OldMacDonaldhadaFarm

(book) TheGingerbreadMan

(目標言語wait,comeback)

７回目 (song) TheAlphabet

OldMacDonaldhadaFarm

(TPR) MakingGingerbreadBoy/Girl

(storytelling) TheGingerbreadMan

(目標言語partsofthebody)

８回目 (song) TheAlphabet

Pat-a-Cake

(ThemeTPR) MakingGingerbreadBoy/Girl

(storytelling) TheHungryCaterpillar

９回目 (song) TheAlphabet

Pat-a-Cake

(TPR) Thelifeofthecicada

(storytelling) TheHungryCaterpillar

10回目 (song) TheAlphabet

Pat-a-Cake

Review

11回目 (song) TheAlphabet

I’malittleTeaPot

(TPR＋storytelling)TheLittleIndianBoy

12回目 (song) TheAlphabet

I’malittleTeaPot

(TPR＋storytelling)TheLittleIndianBoy

13回目 (song) TheAlphabet

I’malittleTeaPot

(TPR＋storytelling)TheLittleIndianBoy

14回目 (song) TheAlphabet

I’malittleTeaPot

(TPR＋storytelling)TheLittleIndianBoy

15回目 (song) TheAlphabet

Pumpkin,pumpkin
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(storytelling) Dark,darknight

16回目 (song) TheAlphabet

Pumpkin,pumpkin

(storytelling) TheLittleWhiteCat

TrickorTreat

17回目 (song) InaCabin

(book) TheThreeLittlePigs

(Helpme,helpme,letmein.

Notbythehaironmychinny,chin,chin)

18回目 (song) InaCabin

(storytelling) TheThreeLittlePigs

19回目 (song) InaCabin

(storytelling) LittleRedRidingHood

20回目 (song) WewishyouaMerryChristmas

DecoratingaChristmastree

21回目 (song) WewishyouaMerryChristmas

DoyouhearwhatIhear

(storytelling) TheHollyNight

22回目 (song) Thisistheway

(TPR) Dailyactivities

(book) GoldilocksandtheThreeBears

(目標言語：soft,hard,hot,cold)

23回目 (song) Thisistheway

(TPR) Dailyactivities(Wed,Th,Fri,Sat)

(語彙) Thenamesoftherooms

WhereisGoldilocks?

24回目 (song) Thisistheway

(TPR) Dailyactivities

(storytelling) MaLiang(aChinesestory)

25回目 (song) Ilovesomebody

(book) StrangeAnimal(anAfricanstory)

26回目 (song) Ilovesomebody

(storytelling) TheCupid＋St,Valentine

27回目 (song) Review

(book) TheLittleAnt(aMexicanstory)
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28回目 (song) Ha,ha,this-a-way

(book) TheFirstDayofSchool

⒝ 年中児クラスカリキュラム

１回目 (song) Hellosong,Familysong,(年少クラスの復習），Hello,my

friends!

(Vocabulary) Greetings

(TPR) Standup,Sitdown,Jump,Stop,Sleep

(book) Goodnight,gorilla(1)

２回目 (song) Hellosong,Hello,myfriends!

(Vocabulary) numbers,colors,shapes

(TPR) review,Jumpthreetimes

(book) Goodnight,gorilla(2)

３回目 (song) Familysong,Hello,myfriend!

(Vocabulary) review

(TPR) review,Jumptwice,Wakeup

(Drawing) What’sthis?Guessinggame

Thankyou.(Mother’sDay)

４回目 (song) Hello,myfriends!

(Vocabulary) spring(flower)

(TPR) review,Stretchyourbody

(book) Springishere(1)

５回目 (song) review,Head,Shoulders,Knees,andToes(1)

(Vocabulary) spring

(TPR) Jumplikeafrog,Flylikeabird

(book) Springishere(2).

６回目 (song) Head,Shoulders,Knees,andToes(2)

How’stheweather?(1)

(Vocabulary) Rainyseason

(TPR) review,Clapyourhands

(book) BlueHat,GreenHat(1)

７回目 (song) How’stheweather?(2)

(Vocabulary) Rainyseason,Father’sDay

(TPR) review

(book) BlueHat,GreenHat(2)
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８回目 (song) review,BlackCat’sSong(1)

(Vocabulary) Rainyseason

(TPR) Open,Close,Jumpuphigh

(book) Rainforest

９回目 (song) BlackCat’sSong(2)

(Vocabulary) Starfestival,animal

(TPR) Swim,Look

(book) FiveLittleMonkeysjumpingonthebed(1)

10回目 (song) BlackCat’sSong(3)

(Vocabulary) Summer

(TPR) Rollyourarmsslowly/quickly

(book) FiveLittleMonkeysjumpingonthebed(2)

11回目 (song) BlackCat’sSong(4)

(Vocabulary) Summer

(TPR) Review

(book) FiveLittleMonstersjumpingonthebed(3)

12回目 (song) TheWheelsonthebus(1)

(TPR) review,Touchyour……

(Game) Knock,knock,knock.Open,please.

(alphabet) ABCDEFG

13回目 (song) TheWheelsonthebus(2)

(TPR) Run,Walk,Dance

(Game) Knock,knock,knock.Open,please.

(alphabet) HIJK

14回目 (song) TheWheelsonthebus(3)

(TPR) Onyourmark,ready,go.

(book) TheWheelsonthebus(3)

(Game) Knock,knock,knock.Open,please.

(alphabet) LMN

15回目 (song) TheWheelsonthebus(4)

(Vocabulary) Halloween(1)sweets

(TPR) Knock,Runaway

(Game) Sweetorsaltyorsour?

(Game) Knock,knock,knock.Open,please.

(alphabet) OPQR
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16回目 (Chant) Trickortreat

(Vocabulary) Halloween(2)Thehauntedhouse

(TPR) Drink,Eat

(book) HappyHalloween

(Game) Knock,knock,knock.Open,please.

(alphabet) STU

17回目 (song) BINGO(1)

(Vocabulary) Animals(1),Autumn

(TPR) Dig

(book） BINGO

(Game) Knock,knock,knock.Open,please.

(alphabet) WXYZ

18回目 (song) BINGO(2)

(Vocabulary) Animals(2)

(TPR) Review

(book) Ican’tgetmyturtletomove.

19回目 (song) BINGO(3),LittlePeterRabbit(1)

(Vocabulary) Animals(3)

(TPR) Sleep

(book) BabyAnimalsLearn

20回目 (song) LittlePeterRabbit(2)

(Vocabulary) Wintersleep(1)

(TPR) Wash,Brush

(book) Winter

21回目 (song) LittlePeterRabbit(3)

(Vocabulary) Christmas(1)

(Game) What’sinside?

22回目 (song) WewishyouaMerryChristmas

(Vocabulary) Christmas(2)

(TPR) review

(book) DoyouhearwhatIhear?

23回目 (song) Baa,Baa,Blacksheep(1)

(Vocabulary) Ourfoods(1)

(TPR) review,

(book) Animalbook(Moo,oink……)
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24回目 (song) Baa,Baa,Blacksheep(2)

(Vocabulary) Ourfoods(2)

(TPR) Eat(Yummy),drinkandbrushyourteeth

(book) Aboutthewool

25回目 (song) Baa,Baa,Blacksheep(3)

(Vocabulary) Ourfoods(3)

(TPR) Review

(book) Aboutthefoods

26回目 (song) LondonBridge(1)

(Vocabulary) Shopping(1)

(TPR) Goto

(book) Bridge

27回目 (song) LondonBridge(2)

(Vocabulary) Shopping(2)

(TPR) review

(book) Market

28回目 (song) Review

(Vocabulary) Shopping(3)

(TPR) Thankyou.You’rewelcome.

(book) Ilikepink,Ithink.

29回目 (song) Review

(Vocabulary) Sorry.That’sOK.

(TPR) Review

(Storytelling)

まとめ

さて，児童英語教育のアプローチ，具体的なテクニック，カリキュラムについて言及してき

たのだが，まとめとしてカリキュラム全般と今後の課題について述べていくことにする。

カリキュラムとは教える内容全体と，その教育の場における実現されるべき目標を示すもの

である。私どもは幼稚園において英語教師として週に１度，限られた時間の中で子どもたちと

英語を介して接する。保育時間の中に設定された英語の授業の中で果たしてどれだけのことが

できているのか，幼児を対象としているだけにそれに対して明らかな答えを出すのは難しい。

私たちは常に子どもたちに何らかの形で英語が自然にinputされることを願いながら授業に臨
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んでいるが，限られた授業内で彼らの成長に気づかされることはまれである。そのあまりに短

い授業時間においては子どもたちの成長の連続を見ていくことは大変難しい。したがって，子

どもたちの一部しか知り得ない英語教師と日常を知る保育者との連携があって初めて子どもた

ちの存在を十分に把握し，彼らの情緒的，また身体的な発達に合ったカリキュラムを生み出す

ことが可能になる。前述の通り今年から年長クラスには学年付き教師に英語教師のアシストの

形で授業に参加してもらっている。幼稚園の立場から保育時間の中でどのように英語が教えら

れているのか体験していただき，他の保育活動とのよりよい連携を築き上げるために貴重な意

見を聞かせていただけると期待している。Team-teachingをより効果的に生かすため，また

英語教師と担任教師との連携をさらに向上するための試みでもある。

常に 子どもにとってよりよい英語教育 と問いながら試行錯誤していく中においても最良

のカリキュラムは一通りではない。一斉活動として初めて英語と出会う子どもたち，その年齢，

月齢に適したカリキュラムをどの視点から組んでいくのか。年少，年中，年長にわたって子ど

もたちをあらゆる側面からを見据えた上で，手応えを確かめながら進めていく。幼稚園の中で

の英語の授業の位置を確かめながら，より自然な学習として教育的意図をあまり感じさせない

ように組み立てる。子どもたちの興味を引きつけながらそのattentionspanをうまく活用し

てゆくためには年間カリキュラムの組立とともに各授業の中でのactivityの組立も重要性を

帯びてくる。

私たちは常に学習者たちに即した より良い>学習環境と より自然な>学習過程を可能な

限り与えられるようカリキュラムを常に練る努力を尽くさなくてはならない。新しい世紀に向

けて日本における英語教育は明らかに新しい転換期を迎えるであろう。多くの課題が待ち受け

る中，その道筋に新しい光をかすかに感じているのは私たちだけではないと確信している。
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